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岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
、
十
一
月
十
五
日
㈯
、
岡
山
市
中
区
古
京
町
の「
岡
山
衛
生
会

館
」
に
お
い
て
平
成
二
十
六
年
度
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催
し
た
。
大

会
に
は
県
下
の
各
遺
族
会
代
表
約
六
百
人
の
ほ
か
、
伊
原
木
県
知
事
、
小
田
県
議
会
議

長
、
自
由
民
主
党
所
属
の
地
元
選
出
国
会
議
員
ら
が
参
加
。
大
会
で
は
来
年
六
月
に
最

終
償
還
を
迎
え
る
特
別
弔
慰
金
の
継
続
・
増
額
を
は
じ
め
、
平
成
二
十
七
年
度
政
府
予

算
の
概
算
要
求
に
計
上
さ
れ
た
遺
族
処
遇
改
善
項
目
の
完
全
実
現
な
ど
を
決
議
し
た
。

特
別
弔
慰
金
の
継
続
・
増
額
を
は
じ
め

遺
族
会
要
望
事
項
の
完
全
実
現
を
決
議

平成26年度岡山県戦没者遺族代表者大会
（11月15日：岡山衛生会館）

岡山県戦没者
遺族代表者大会

　

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表

者
大
会
は
、
服
部
剛
司
県
連

盟
副
理
事
長
の
司
会
に
よ
り

定
刻
の
午
前
十
時
三
十
分
に

開
会
。
藤
原
信
子
県
連
盟
常

任
理
事
が
開
会
を
宣
し
た

後
、
国
歌
斉
唱
に
続
い
て
英

霊
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

次
い
で
、
岸
本
清
美
県
連

盟
理
事
長
が
挨
拶
に
立
っ

た
。
岸
本
理
事
長
は
「
十
月

に
鹿
児
島
県
の
知
覧
へ
参
り

ま
し
た
。
岡
山
県
出
身
の
二

十
六
名
を
含
む
二
千
三
十
六

名
の
若
い
特
攻
隊
員
の
遺
影

に
涙
い
た
し
ま
し
た
が
、
特

攻
隊
員
の
ご
遺
骨
は
ま
ず
還

っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
真
珠
湾
に
沈
む

特
殊
潜
航
艇
の
引
き
上
げ

や
、
乗
り
込
ん
で
い
た
旧
御

津
町
出
身
の
片
山
兵
曹
長
ら

ご
遺
骨
の
帰
還
運
動
も
行
い

ま
し
た
が
、
今
だ
願
い
は
叶

っ
て
い
ま
せ
ん
。
二
度
と
こ

う
い
う
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
遺
族
運
動
を
続
け
る

大
切
さ
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

衆
議
院
解
散
、
そ
し
て
師

走
の
総
選
挙
が
現
実
味
を
帯

び
て
何
か
と
騒
が
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。昨
年
十
二
月
、

安
倍
総
理
は
信
念
を
貫
い
て

靖
國
神
社
に
参
拝
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
後
も
マ
ス
コ
ミ
や

中
国
・
韓
国
の
妨
害
が
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
靖
國
問
題
は
安
倍
総

理
の
時
代
に
解
決
し
な
け
れ

ば
、
も
う
出
来
な
い
と
思
い

ま
す
。
皆
様
方
も
そ
の
覚
悟

を
持
っ
て
総
理
を
全
力
で
支

え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
処
遇
改
善
で

は
、
特
別
弔
慰
金
が
来
年
六

月
に
最
終
償
還
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
特
別
弔
慰
金
は
、

ご
英
霊
が
国
に
尊
い
命
を
捧

げ
た
最
後
の
証
で
あ
り
ま

す
。
特
弔
の
継
続
・
増
額
運

動
は
、
私
た
ち
遺
族
会
組
織

の
存
亡
を
か
け
た
運
動
と
な

り
ま
す
。
終
戦
七
十
周
年
の

年
に
継
続
・
増
額
で
き
る
か

ど
う
か
。
年
末
ま
で
の
運
動

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
、

十
分
ご
承
知
お
き
願
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
遺
族
運

動
の
継
承
の
た
め
、
孫
や
曾

孫
の
組
織
化
を
事
業
計
画
に

掲
げ
ま
し
た
。
当
然
、
孫
や

曾
孫
の
世
代
は
英
霊
顕
彰
へ

の
関
心
が
薄
く
、
ま
し
て
核

家
族
の
時
代
で
組
織
化
は
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
遺
児
の
世
代
が
本
気
に

な
ら
な
け
れ
ば
次
の
世
代
へ

の
継
承
も
か
な
い
ま
せ
ん
。

　

更
に
、
護
國
神
社
参
拝
の

推
進
や
各
地
に
あ
り
ま
す
忠

魂
碑
の
護
持
な
ど
、『
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
、
ど
う
い
う

方
法
が
あ
る
の
か
』、会
員
皆

様
方
一
人
ひ
と
り
お
考
え
い

た
だ
き
、
出
来
る
こ
と
か
ら

少
し
ず
つ
で
も
前
へ
進
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

戦
後
六
十
九
年
、
私
た
ち

遺
族
も
高
齢
に
な
り
ま
し
た

が
、
ご
英
霊
の
声
な
き
『
声

な
き
声
』
を
国
政
に
反
映
さ

せ
る
べ
く
今
後
と
も
全
力
を

尽
く
し
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
方
、
そ
し
て
来
賓
の
諸

先
生
方
に
は
遺
族
会
の
目
的

達
成
の
た
め
、
更
な
る
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶

を
結
ん
だ
。

　

次
い
で
、
浅
野
實
県
連
盟

副
理
事
長
が
議
長
に
就
任

し
、
大
会
の
宣
言
及
び
決
議

の
採
択
を
行
っ
た
。
先
ず
、

宣
言
案
を
須
々
木
壽
志
県
連

盟
副
理
事
長
が
、
そ
し
て
決

議
案
を
坂
根
弘
子
県
連
盟
常

任
理
事
が
朗
読
し
、
議
長
が

そ
れ
ぞ
れ
参
加
者
に
諮
り
、

満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
大
会

宣
言
及
び
決
議
は
採
択
さ
れ

た
。（
採
択
さ
れ
た
大
会
宣

言
・
決
議
は
別
掲
の
と
お
り
）

　

次
い
で
、
公
務
ご
多
忙
の

中
、
ご
列
席
を
い
た
だ
い
た

伊
原
木
隆
太
県
知
事
、
小
田

圭
一
県
議
会
議
長
、
自
由
民

主
党
の
逢
沢
一
郎
衆
議
院
議

員
、山
下
貴
司
衆
議
院
議
員
、

阿
部
俊
子
衆
議
院
議
員
、
石

井
正
弘
参
議
院
議
員
、
日
本

遺
族
会
の
森
田
次
夫
副
会
長
、

奥
西
道
浩
県
護
國
神
社
宮
司

か
ら
、
英
霊
顕
彰
と
遺
族
援

護
に
対
す
る
力
強
い
ご
挨
拶

を
賜
っ
た
後
、
代
理
出
席
の

加
藤
勝
信
衆
議
院
議
員
、
池

田
道
孝
衆
議
院
議
員
の
各
秘

書
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
大
会
へ
の
祝
電

を
披
露
後
、
全
員
で
“
靖
國

神
社
の
歌
”
を
合
唱
。
次
い

で
、
岡
本
美
智
夫
県
連
盟
常

任
理
事
の
発
声
に
よ
り
万
歳

を
三
唱
し
、
難
波
慶
行
県
連

盟
常
任
理
事
が
閉
会
の
言
葉

を
述
べ
て
、
正
午
前
に
大
会

を
終
了
し
た
。

　

な
お
、
日
本
遺
族
会
で
は

衆
議
院
が
解
散
し
、
総
選
挙

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

十
二
月
十
六
日
に
都
内
で
開

催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
第
七

十
一
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大

会
を
中
止
し
、
新
政
権
発
足

後
の
平
成
二
十
七
年
度
政
府

予
算
編
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
を
考
慮
し
な
が
ら
運
動
を

進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

宣
　
　
言

　

終
戦
七
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
日
、
先
の
大
戦
の

記
憶
は
風
化
し
、
国
民
は
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を

忘
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
世
界
各
地
で
は
未
だ
紛
争
が
絶
え

ず
、
罪
の
な
い
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
二
十
一

世
紀
を
生
き
る
我
々
戦
没
者
遺
族
は
「
二
度
と
戦
争
を
し
て

は
な
ら
な
い
。我
々
の
よ
う
な
遺
族
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
原
点
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
世
界
の
恒
久
平

和
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

英
霊
顕
彰
の
根
幹
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
靖
國
神
社
参

拝
は
、
平
成
十
八
年
八
月
以
降
途
絶
え
て
い
た
が
、
安
倍
総

理
は
咋
年
十
二
月
二
十
六
日
に
靖
國
神
社
に
参
拝
し
、
英
霊
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に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
た
。
信
念
を
貫
い
て
参
拝
さ
れ
た

総
理
に
、
戦
没
者
遺
族
、
心
あ
る
国
民
は
等
し
く
感
謝
し
て

い
る
。
今
後
と
も
内
外
の
批
判
に
屈
す
る
こ
と
な
く
靖
國
神

社
に
参
拝
し
、
我
が
国
の
決
意
、
そ
し
て
矜
持
を
世
界
に
示

す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
靖
國
神
社
は
、
英
霊
と
遺
族
を
繋
ぐ
我
が
国
唯
一

の
追
悼
施
設
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
与
党

内
か
ら
も
、
新
た
な
国
立
戦
没
者
追
悼
施
設
の
建
設
に
向
け

て
、
議
論
を
深
め
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
出
て
い
る
こ
と
は

誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
政
府
・
国
会
等
の
動
向
を

注
視
し
、
追
悼
施
設
新
設
構
想
が
再
燃
す
れ
ば
断
固
こ
れ
を

阻
止
す
る
。

　

一
方
、
一
命
を
国
に
捧
げ
ら
れ
た
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す

る
処
遇
は
、
国
家
補
償
の
理
念
に
基
づ
き
改
善
し
、
戦
没
者

遺
族
に
報
い
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
平
成
二
十
七
年
六
月

十
五
日
に
最
終
償
還
を
迎
え
る
特
別
弔
慰
金
は
、
過
ぐ
る
大

戦
に
お
い
て
公
務
の
た
め
に
国
に
殉
じ
ら
れ
た
英
霊
に
思
い

を
い
た
し
、
終
戦
二
十
周
年
の
昭
和
四
十
年
か
ら
、
十
年
毎

の
節
目
の
年
に
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
意
の
意
を
表
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
国
が
戦
没
者
の
こ
と
を
忘
れ
な
い

と
い
う
証
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
、
増
額
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

　

更
に
は
、
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
充

実
、
終
戦
七
十
周
年
を
記
念
し
て
の
洋
上
慰
霊
の
実
施
、
遺

骨
収
集
帰
還
事
業
の
拡
充
強
化
等
々
、
戦
没
者
遺
族
に
対
す

る
諸
問
題
は
今
な
お
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
決
は
焦

眉
の
急
を
要
す
る
。

　

加
え
て
、
高
齢
化
著
し
い
遺
族
会
組
織
を
後
世
代
に
継
承

し
て
い
く
た
め
、
戦
没
者
の
孫
・
曾
孫
を
中
核
と
し
た
組
織

づ
く
り
に
努
力
を
傾
注
す
る
。

　

我
々
は
、
平
成
二
十
七
年
度
政
府
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

こ
こ
に
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催
し
、
組
織

の
総
力
を
結
集
し
て
こ
れ
ら
完
全
実
現
に
向
け
て
邁
進
す
る
。

　

右
宣
言
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会

決
　
　
議

　

本
日
、
こ
こ
に
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催

し
、
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
左
記
各
項
の
実
現
を
期
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、�

世
界
の
恒
久
平
和
を
目
指
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
。

一
、�

総
理
、
閣
僚
等
の
靖
國
神
社
参
拝
を
求
め
る
と
共
に
、

国
立
の
戦
没
者
追
悼
施
設
新
設
構
想
を
断
固
阻
止
す
る

こ
と
。

一
、�

戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
処
遇
は
、
国
家
補
償
の
理
念
に

基
づ
き
改
善
す
る
こ
と
。

一
、�

特
別
弔
慰
金
を
平
成
二
十
七
年
以
降
も
継
続
し
増
額
す

る
こ
と
。

一
、�

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
充
実
及
び
終
戦
七
十
周
年
記
念

洋
上
慰
霊
を
実
現
す
る
こ
と
。

一
、�

遺
骨
収
集
帰
還
事
業
等
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
。

一
、�

組
織
の
強
化
・
存
続
を
図
る
た
め
、
戦
没
者
の
孫
、
曾

孫
を
中
核
と
し
た
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
。

　

右
決
議
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
五
日

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会

　

会
議
は
定
刻
の
午
後
二
時

に
開
会
。
ご
英
霊
に
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
那
須
晴
雄
島
根

県
遺
族
連
合
会
会
長
が
開
催

県
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
っ

た
。
次
い
で
、
来
賓
と
し
て

ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
地

元
・
島
根
県
の
溝
口
善
兵
衛

知
事
、
岡
本
昭
二
県
議
会
議

長
、
日
本
遺
族
会
を
代
表
し

て
森
田
次
夫
副
会
長
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

先
ず
、
畔
上
和
男
日
本
遺

族
会
専
務
理
事
が
、
英
霊
顕

彰
並
び
に
処
遇
改
善
を
は
じ

め
と
す
る
遺
族
運
動
の
経
緯

と
課
題
な
ど
中
央
情
勢
の
報

　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
は
十
月
二
十
七
日
㈪
、
日
本
遺
族
会
の
森
田
次
夫
副

会
長
、
畔
上
和
男
専
務
理
事
を
迎
え
、
島
根
県
松
江
市
に
お
い
て
平
成
二
十
六
年
度
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
各
県
の
会
長
、
遺
児
代
表
、
女
性
部
長
、
事
務
局
長
、
島
根
県
役
職
員
ら

四
十
九
名
が
参
加
。
靖
國
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
英
霊
顕
彰
運
動
の
ほ
か
、
青
年
部
の

設
立
、
慰
霊
碑
の
管
理
、
財
源
の
確
保
な
ど
各
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
た
。

告
を
行
い
、次
い
で
、中
国
・

四
国
各
県
か
ら
提
出
さ
れ
た

次
の
議
題
に
つ
い
て
、
順
次

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

◎
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

│
戦
没
者
の
妻
の
減
少
に
伴

い
、
各
支
部
遺
族
会
か
ら
の

拠
出
金
が
減
少
し
て
い
る
。

基
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
し

て
い
る
が
、
そ
の
取
り
崩
し

が
年
々
増
加
し
て
お
り
十
数

年
後
に
は
基
金
も
底
を
つ

く
。財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、

各
県
の
状
況
や
具
体
的
な
取

り
組
み
を
伺
い
た
い
。

◎
青
年
部
の
設
立
に
つ
い
て

│
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

孫
・
曾
孫
の
入
会
推
進
を
基

本
方
針
に
定
め
、
十
一
月
に

実
態
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
孫
の
会
員
は
県
内
四
支

部
で
四
十
名
で
あ
っ
た
。

　

二
十
五
年
度
は
孫
・
曾
孫

の
積
極
的
な
入
会
勧
誘
を
活

動
方
針
・
事
業
計
画
に
明

記
。
二
十
六
年
四
月
一
日
に

「
遺
族
会
青
年
部
規
約
」
を

定
め
て
入
会
申
込
書
を
県
遺

族
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
現
在
の
会
員
数
は

五
支
部
六
十
八
名
で
、
こ
れ

か
ら
年
度
末
に
向
け
て
各
支

部
に
入
会
の
要
請
を
行
い
、

二
十
七
年
度
か
ら
青
年
部
活

動
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
遺
族
会
活
動
へ
の

孫
・
曾
孫
の
理
解
と
協
力
を

得
る
た
め
、
全
国
戦
没
者
追

悼
式
及
び
沖
縄
の
塔
に
お
け

る
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列

経
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

◎
遺
族
会
が
管
理
し
て
い
る

慰
霊
碑
等
に
つ
い
て
│
遺
族

会
が
管
理
し
て
き
た
慰
霊
碑

等
の
内
、
会
員
の
高
齢
化
に

よ
り
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の

も
出
始
め
て
い
る
。

　

本
年
三
月
三
十
一
日
、
厚

生
労
働
省
か
ら
全
国
都
道
府

県
関
係
部
局
長
宛
に
民
間
建

立
戦
没
者
慰
霊
碑
の
調
査
の

依
頼
が
出
さ
れ
た
が
、
本
県

で
は
三
百
六
十
余
り
の
各
種

団
体
が
管
理
す
る
施
設
が
報

告
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
施
設

に
つ
い
て
、
将
来
、
管
理
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
行

政
で
継
続
し
て
管
理
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
今
後
の
動
向

に
つ
い
て
、
日
本
遺
族
会
の

考
え
を
確
認
し
た
い
。

◎
日
本
遺
族
会
分
担
金
の
軽

減
に
つ
い
て
│
会
員
の
高
齢

化
に
伴
い
、
組
織
は
弱
体
化

の
一
途
で
あ
る
。
会
費
収
入

を
取
材
源
と
し
て
い
る
遺
族

会
の
運
営
は
厳
し
い
も
の
が

あ
り
、
日
本
遺
族
会
分
担
金

の
軽
減
、
日
本
遺
族
会
主
催

の
研
修
会
、
大
会
等
へ
の
旅

費
等
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

考
慮
願
い
た
い
。
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平
成
26
年
度
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝

「
岡
山
の
塔
」戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
岡山県
遺族連盟

◎
総
理
の
靖
國
神
社
参
拝
定

着
に
か
か
る
環
境
整
備
に
つ

い
て
│
日
本
遺
族
会
の
事
業

計
画
に
「
総
理
・
閣
僚
の
靖

國
神
社
参
拝
が
定
着
す
る
よ

う
環
境
整
備
に
努
め
る
」
と

あ
る
が
、（
所
謂
）
Ａ
級
戦
犯

合
祀
に
よ
る
近
隣
諸
国
の
批

判
回
避
の
た
め
、
総
理
の
参

拝
定
着
は
実
現
し
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

　

一
方
、
靖
國
神
社
は
「
神

は
一
つ
で
あ
り
分
祀
は
で
き

な
い
。
神
に
つ
い
て
下
々
の

人
が
と
や
か
く
言
う
こ
と
で

は
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し

て
い
る
。
時
間
ば
か
り
が
経

過
す
る
中
で
、
事
業
計
画
に

示
し
て
い
る
「
世
論
喚
起
、

国
会
対
策
」
以
外
に
、
一
歩

踏
み
込
ん
だ
効
果
的
な
対
策

が
な
い
か
。
ま
た
、
天
皇
陛

下
の
御
親
拝
に
つ
な
が
る
道

を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
か

検
討
願
い
た
い
。

　

│
等
々
、
提
出
議
題
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

　

ま
た
、
国
会
に
法
案
が
提

出
さ
れ
て
い
る
旧
九
段
会
館

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
進

捗
状
況
や
将
来
の
見
通
し
に

つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
た
ほ

か
、
組
織
の
存
続
・
継
承
の

た
め
、
青
年
部
結
成
に
向
け

て
孫
・
曾
孫
の
実
態
調
査
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
組
織

と
し
て
確
立
し
、
そ
の
役
割

を
担
う
ま
で
に
は
時
間
と
体

力
が
必
要
と
な
る
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
来
年
度
開
催
県

を
山
口
県
に
決
定
し
、
午
後

五
時
会
議
を
終
了
し
た
。

　

翌
二
十
八
日
、
参
加
者
は

松
江
城
近
く
に
あ
る
松
江
護

國
神
社
に
正
式
参
拝
後
、
解

散
し
た
。

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
毎
年
、
県
補
助
事
業
に
よ
り
沖
縄
県
南
端
摩
文
仁
の
聖
域
に

建
立
さ
れ
て
い
る
「
岡
山
の
塔
」
に
お
い
て
、
沖
縄
並
び
に
南
方
諸
地
域
本
県
出
身
戦

没
者
追
悼
式
を
執
り
行
っ
て
い
る
が
、
本
年
も
岸
本
清
美
理
事
長
を
は
じ
め
巡
拝
団
四

十
五
名
が
十
一
月
六
日
か
ら
二
泊
三
日
の
日
程
で
沖
縄
県
を
訪
問
。
沖
縄
県
内
の
戦
跡

を
巡
る
と
共
に
、
七
日
に
は
岡
山
県
並
び
に
沖
縄
県
当
局
関
係
者
の
参
列
を
い
た
だ
い

て
「
岡
山
の
塔
」
で
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
、
本
県
出
身
戦
没
者
三
万
三
千
七
百
余
の

御
霊
を
お
慰
め
し
た
。

　

六
日
、
巡
拝
団
は
那
覇
空

港
到
着
後
、
岡
山
県
出
身
者

を
含
む
全
国
都
道
府
県
の
戦

没
将
兵
を
お
祀
り
す
る
沖
縄

県
護
國
神
社
に
正
式
参
拝
を

行
い
、
ご
英
霊
の
冥
福
と
旅

の
安
全
を
祈
願
し
た
。

　

そ
し
て
、
傷
病
兵
の
看
護

補
助
要
員
と
し
て
動
員
さ
れ

た
沖
縄
県
立
第
一
女
学
校
の

生
徒
“
ひ
め
ゆ
り
学
徒
”
の

悲
劇
で
知
ら
れ
る
沖
縄
陸
軍

病
院
・
南
風
原
壕
群
二
十
号

壕
に
続
い
て
、
病
院
壕
の
惨

状
を
再
現
・
展
示
し
て
い
る

南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー
を
視

察
す
る
。

　

次
い
で
、
沖
縄
南
端
海
岸

の
米
須
地
区
に
建
立
さ
れ
て

い
る
“
魂
魄
の
塔
”
へ
。

　

こ
の
付
近
は
沖
縄
戦
の
最

後
の
勝
敗
を
決
し
た
激
戦
地

で
あ
る
。“
魂
魄
の
塔
”
は
戦

後
、
丘
や
森
、
道
や
畑
に
散

っ
て
い
た
ご
遺
骨
を
集
め
て

お
祀
り
し
て
い
る
塔
で
あ

り
、
祭
神
三
万
五
千
余
柱
の

無
名
戦
士
の
塔
で
あ
る
。
線

香
を
た
む
け
、
般
若
心
経
を

捧
げ
て
御
霊
を
お
慰
め
す
る
。 　

翌
七
日
、
糸
満
市
摩
文
仁

の
聖
域
に
あ
る
平
和
祈
念
公

園
へ
。
全
国
か
ら
来
島
し
た

修
学
旅
行
生
ら
と
共
に
、
公

園
内
に
あ
る
沖
縄
平
和
祈
念

堂
、平
和
の
礎
な
ど
を
視
察
。

切
り
立
っ
た
摩
文
仁
海
岸
に

打
ち
寄
せ
る
太
平
洋
の
白
波

を
見
な
が
ら
、
追
悼
式
を
執

り
行
う
“
岡
山
の
塔
”
へ
到

着
し
た
。

　

“
岡
山
の
塔
”
前
は
沖
縄

平
和
祈
念
財
団
の
手
配
に
よ

り
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
祭
壇

に
は
岡
山
県
並
び
に
沖
縄
県

関
係
当
局
か
ら
お
供
え
を
い

た
だ
い
た
花
輪
な
ど
が
飾
ら

れ
て
い
る
。
岡
山
県
内
女
性

部
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
千
羽

鶴
、岡
山
米
で
つ
く
っ
た“
お

握
り
”
な
ど
も
お
供
え
し
、

追
悼
式
に
備
え
た
。

　

戦
没
者
追
悼
式
は
午
前
十

一
時
に
開
式
。
国
歌
斉
唱
に

続
い
て
、
国
難
に
殉
ぜ
ら
れ

た
ご
英
霊
に
黙
祷
を
捧
げ
、

続
い
て
岸
本
理
事
長
が
式
辞

を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
ご
参

列
を
い
た
だ
い
た
岡
山
県
知

事
（
代
理
・
房
野
文
彦
保
健

福
祉
部
福
祉
政
策
企
画
監
）、

小
田
圭
一
県
議
会
議
長
が
追

悼
の
言
葉
を
捧
げ
、
御
霊
の

冥
福
と
平
和
希
求
の
誓
い
を

新
た
に
し
た
。

　

次
い
で
、
献
花
に
移
り
、

岡
山
県
関
係
者
に
続
い
て
、

ご
参
列
を
い
た
だ
い
た
地

元
・
沖
縄
県
知
事
、
沖
縄
県

議
会
議
長
、
糸
満
市
長
、
平

和
祈
念
財
団
会
長
、
遺
族
連

合
会
会
長
ら
が
祭
壇
に
白
菊

を
捧
げ
た
後
、
巡
拝
団
全
員

が
順
次
、
献
花
を
行
い
追
悼

式
を
終
了
し
た
。

　

追
悼
式
後
、
摩
文
仁
の
丘

の
中
腹
に
建
立
さ
れ
て
い
る

国
立
沖
縄
戦
没
者
墓
苑
に
赴

き
、
沖
縄
県
関
係
戦
没
者
の

慰
霊
祭
を
執
り
行
っ
た
。
関

係
ご
遺
族
の
献
花
に
続
い
て

全
員
で
“
ふ
る
さ
と
”
を
合

唱
し
、
七
日
の
慰
霊
行
事
を

終
え
た
。

　

翌
八
日
朝
、
本
島
中
部
の

沖縄県護國神社参拝後、加治宮司より
挨拶をいただく（11月６日）

沖縄戦時の陸軍病院壕内を再現展示する
南風原文化センター（11月６日）

「岡山の塔」戦没者追悼式に参列した巡拝団の皆さん（11月７日）

国
頭
郡
本
部
港
か
ら
フ
ェ
リ

ー
で
伊
江
島
に
渡
り
、
港
近

く
の
高
台
に
建
立
さ
れ
て
い

る
“
芳
魂
之
塔
”
に
参
拝
し

た
。

　

昭
和
二
十
年
四
月
十
六

日
、
日
本
軍
の
東
西
両
飛
行

場
が
あ
っ
た
伊
江
島
に
米
軍

が
敵
前
上
陸
。
日
米
両
軍
の

激
烈
な
戦
闘
の
末
、
同
月
二

十
一
日
、
日
本
軍
の
玉
砕
で

戦
闘
は
終
了
し
た
。
同
時
に

狭
い
島
内
で
大
規
模
な
戦
闘

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
六
年
十
月
行
事
表

２
日　

新
見
市
神
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

３
日　

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
津
山
総
合
体
育
館
）

５
日　

岡
山
県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

高
梁
市
高
梁
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

第
５
回
県
連
盟
財
政
問
題
特
別
委
員
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

６
日　

岡
山
県
護
國
神
社
秋
季
例
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

８
日　

高
梁
市
川
上
町
遺
族
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

　
　
　

真
庭
市
北
房
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

岡
山
県
ビ
ル
マ
会
秋
季
大
祭
（
岡
山
市
・
蓮
昌
寺
）

10
日　

倉
敷
市
戦
没
者
追
悼
式
（
倉
敷
市
民
会
館
）

16
日　

高
梁
市
宇
治
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭
（
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
）

17
日　

靖
國
神
社
秋
季
例
大
祭
（
靖
國
神
社
）
20
日
ま
で

20
日　

新
見
市
哲
西
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

21
日　

赤
磐
市
戦
没
者
遺
族
大
会
（
赤
磐
市
立
中
央
公
民
館
）

　
　
　

笠
岡
市
陶
山
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

22
日　

英
田
郡
西
粟
倉
村
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

真
庭
市
勝
山
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

23
日　

笠
岡
市
城
見
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

笠
岡
市
大
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
大
井
公
民
館
）

　
　
　

美
作
市
大
原
支
部
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

玉
野
市
遺
族
連
合
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

24
日　

新
見
市
新
見
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

新
見
市
大
佐
地
区
戦
没
者
追
悼
式
（
お
お
さ
総
合
Ｃ
）

　
　
　

新
見
市
哲
多
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
哲
多
総
合
Ｃ
）

27
日　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議
（
島
根
県
）
一
泊

　
　
　

新
見
市
草
間
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
下
竹
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

28
日　

久
米
郡
美
咲
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

29
日　

美
作
市
湯
郷
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

30
日　

笠
岡
市
北
川
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

31
日　

県
連
盟
常
任
理
事
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

平
成
二
十
六
年
十
一
月
行
事
表

３
日　

津
山
市
高
田
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
高
田
神
社
忠
魂
碑
）

４
日　

笠
岡
市
今
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

５
日　

真
庭
市
蒜
山
支
部
八
束
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

�

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
／
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式

（
沖
縄
県
）
二
泊

　
　
　

各
都
道
府
県
遺
族
会
事
務
局
長
・
職
員
研
修
会
（
秋
田
県
）
一
泊

　
　
　

鹿
児
島
県
護
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

７
日　

新
見
市
豊
永
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

10
日　

瀬
戸
内
市
戦
没
者
追
悼
式
（
瀬
戸
内
市
保
健
福
祉
Ｃ
）

12
日　

津
山
市
広
野
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

15
日　

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
（
岡
山
衛
生
会
館
）

　
　
　

新
見
市
遺
族
連
合
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

18
日　

岡
山
市
南
遺
族
連
合
会
研
修
旅
行
（
鳥
取
県
方
面
）
一
泊

19
日　

新
見
市
石
蟹
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

浅
口
市
金
光
町
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

25
日　

笠
岡
市
遺
族
連
合
会
役
員
研
修
会
（
笠
岡
市
老
人
福
祉
Ｃ
）

26
日　

真
庭
市
久
世
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

27
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
女
性
部
研
修
会
（
鴨
方
町
内
）

30
日　

勝
田
郡
奈
義
町
戦
没
者
追
悼
式
（
奈
義
町
文
化
Ｃ
）

平
成
二
十
六
年
十
二
月
行
事
表

２
日　

衆
議
院
議
員
選
挙
告
示

３
日　

第
６
回
県
連
盟
財
政
問
題
特
別
委
員
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

５
日　

美
作
市
東
粟
倉
支
部
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝（
県
護
國
神
社
）

14
日　

衆
議
院
議
員
選
挙
投
開
票

　
　
　
　
遺
　
　
　
書

海
軍
二
等
機
関
兵
曹　

姫　

野　

清　

馬　

命　
　

昭
和
十
七
年
七
月
五
日　

ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
ア
ガ
ツ
島
付
近
に
て
戦
死　

福
岡
県
糸
島
郡
福
吉
村
出
身　

二
十
六
歳　

母
上
様
に
は
、色
々
と
御
心
配
を
掛
け
ま
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

海
軍
軍
人
と
な
っ
た
こ
の
上
は
、
誠
心
誠
意
奮
闘
す
る
覚
悟
で
す
。

軍
人
た
る
者
何
時
身
を
捨
つ
る
こ
と
あ
る
や
、今
か
ら
決
心
し
て
ゐ
ま

す
。

母
上
様
の
並
大
抵
な
ら
ぬ
苦
労
は
、身
に
沁
み
て
有
難
い
と
思
っ
て
ゐ

ま
す
。
小
生
今
ま
で
の
御
不
孝
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

「
一
死
報
國
」
以
っ
て
繕
は
し
て
戴
き
ま
す
。

母
上
様
に
対
し
て
深
甚
の
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

敬
具　

　

昭
和
十
一
年
五
月
三
十
日

姫
野
清
馬　

母
上
様�

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
六
年
十
一
月
靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

現
地
住
民
も
多
大
な
る
犠
牲

を
被
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

戦
後
の
昭
和
二
十
六
年
四

月
、
日
本
軍
将
兵
・
軍
属
、

住
民
二
千
八
百
余
の
御
霊
を

祀
る
た
め
伊
江
島
村
長
が
塔

を
建
立
し
、
爾
来
、
玉
砕
の

日
で
あ
る
四
月
二
十
一
日
に

慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
て
い

る
。
塔
に
付
属
す
る
銘
板
に

は
二
十
四
名
の
岡
山
県
出
身

戦
没
者
の
お
名
前
も
刻
ま
れ

て
い
た
。
巡
拝
団
全
員
で
合

掌
。

　

午
後
、
再
び
フ
ェ
リ
ー
で

本
部
港
へ
帰
り
、那
覇
市
内
、

港
近
く
に
あ
る
“
対
馬
丸
記

念
館
”
へ
向
か
う
。

　

戦
争
の
足
音
が
近
づ
く
昭

和
十
九
年
、
那
覇
市
内
の
国

民
学
校
の
生
徒
ら
集
団
疎
開

の
学
童
、
そ
し
て
沖
縄
県
内

か
ら
集
ま
っ
た
疎
開
者
ら
千

七
百
八
十
八
名
（
乗
員
・
兵

員
含
む
）
を
乗
せ
た
対
馬
丸

は
、
八
月
二
十
一
日
、
疎
開

先
で
あ
る
本
土
に
向
け
て
那

覇
港
を
出
港
。
し
か
し
、
翌

二
十
二
日
夜
十
時
過
ぎ
、
米

潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受

け
、
幼
い
学
童
ら
の
乗
船
者

の
内
、
約
八
割
が
海
の
藻
く

ず
と
な
っ
た
悲
惨
な
事
件
と

し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

　

記
念
館
で
は
、
職
員
に
よ

る
説
明
や
残
さ
れ
た
ご
遺
族

の
証
言
で
綴
っ
た
記
録
映
画

を
拝
見
。
館
内
に
貼
ら
れ
た

多
く
の
幼
い
遺
影
に
短
い
一

生
の
無
念
さ
を
想
い
、
県
内

女
性
部
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
千

羽
鶴
を
遺
影
に
捧
げ
て
記
念

館
を
後
に
し
た
。

　

そ
し
て
、
慰
霊
巡
拝
を
終

え
た
参
加
者
は
夕
刻
、
那
覇

空
港
を
立
ち
、
夜
半
、
全
員

無
事
帰
岡
し
た
。

伊江島「芳魂の塔」。塔後方に島の象徴「城山」が見える
（11月８日）

子供たちの遺影に捧げられた千羽鶴。岡山県内の
中学校名も見られた（11月８日：対馬丸記念館）

【
沖
縄
慰
霊
巡
拝
に
参
加
し
て
】

　

爆
音
の
消
え
去
る
今
ぞ

　
　
　

そ
よ
風
の
な
ぐ　

鬼
外
（
き
が
い
）

　

蒼
空
と
蒼
海
の
中　

帰
り
ま
せ
吾
が
故
郷
へ

　
　
　

御
霊
（
お
ん
み
た
ま
）
よ

岡
山
市
北
区
高
松
原
古
才　

小
野　

恒
夫


